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森
鴎
外
が
四
年
間
の
ド
イ
ッ
留
学
を
終
え
日
本
に
帰
国
し
た
の
は
、
明
治
二
十

一
（
一
八
八
八
）
年
九
月
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
文
学
界
は
、
改
良
運

動
の
一
環
と
し
て
の
言
文
一
致
運
動
を
背
景
に
、
伝
統
的
な
漢
文
直
訳
体
や
和
文

体
の
枠
組
み
を
取
り
払
い
文
体
の
口
語
化
を
目
指
す
動
き
が
新
し
い
情
況
と
し
て

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
活
版
非
売
本
『
我
楽
多
文
庫
』
第
九
集
（
明

一
九
・
一
一
）
よ
り
連
載
さ
れ
始
め
た
山
田
美
妙
の
「
嘲
戒
小
説
天
狗
」
中
の

∧
段
々
に
夜
も
ふ
け
て
四
辺
は
全
く
静
に
な
り
前
の
庭
に
あ
る
滝
の
音
が
ゴ
ウ

く
と
響
く
よ
り
外
に
は
何
も
聞
え
ず
、
シ
ー
ン
と
淋
し
く
成
て
来
た
〉
と
い
う

一
文
な
ど
に
そ
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
坪
内
遣
遙
の
「
此
処

や
か
し
こ
」
（
『
絵
入
朝
野
新
聞
』
明
二
〇
・
三
～
五
）
、
二
葉
亭
四
迷
の
曇
医

第
一
篇
（
明
二
〇
・
六
）
同
第
二
篇
（
明
二
一
・
二
）
、
山
田
美
妙
の
「
武
蔵
野
」

（『

ﾇ
売
新
聞
』
明
二
〇
・
一
一
～
一
二
）
な
ど
に
言
文
一
致
運
動
の
高
ま
り
の
証

を
見
い
だ
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
二
葉
亭
四
迷
が
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ

の
「
猟
人
日
記
」
中
の
一
篇
を
訳
し
た
「
あ
ひ
ゴ
き
」
（
『
国
民
之
友
』
明
二
一
・

七
～
八
）
や
山
田
美
妙
の
短
編
小
説
集
『
夏
木
立
』
（
明
二
一
・
八
）
を
、
近
代

文
章
史
上
画
期
的
な
成
果
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
さ

に
鴎
外
は
、
こ
う
し
た
言
文
一
致
運
動
の
高
ま
り
、
ブ
ー
ム
の
中
に
帰
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
情
況
の
中
で
鴎
外
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
示
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
鵬
外
は
帰
国
の
翌
年
つ
ま
り
明
治
二
十
二
年
か
ら
文
学
活
動
を
開
始
す
る

が
、
と
り
あ
え
ず
明
治
二
十
二
年
中
の
鴎
外
の
活
動
に
つ
い
て
眺
め
る
な
ら
ば
、

特
筆
す
べ
き
事
柄
と
し
て
は
ま
ず
第
一
に
新
声
社
の
共
訳
に
よ
っ
た
「
於
母
影
」

の
発
表
（
八
月
）
、
第
二
に
そ
の
原
稿
料
を
も
と
に
し
て
の
『
志
が
ら
み
草
紙
』

の
創
刊
（
十
月
）
と
そ
こ
を
主
な
発
表
舞
台
と
し
て
展
開
さ
れ
た
啓
蒙
的
評
論
活

動
、
第
三
に
同
じ
く
啓
蒙
的
意
図
で
展
開
さ
れ
た
翻
訳
活
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

し
て
こ
こ
で
当
時
の
文
学
情
況
に
対
す
る
鶴
外
の
意
識
に
焦
点
を
絞
る
な
ら
ば
、

西
欧
文
学
を
翻
訳
す
る
に
当
た
っ
て
鴎
外
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
口
語
体
で
試
み
て

い
る
と
い
う
事
実
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ち
な
み
に
明
治
二
十
二
年
中
あ
る

い
は
明
治
二
十
二
年
を
起
点
と
し
て
発
表
さ
れ
た
鵬
外
の
翻
訳
作
品
を
口
語
文
体

と
文
語
文
体
と
に
分
け
て
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

二
三
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〈
口
語
文
体
〉
・

　
「
音
調
高
洋
箏
一
曲
」
（
カ
ル
デ
ロ
ン
原
作
、
三
木
竹
二
と
共
訳
、
『
読
売
新
聞
』

　
明
二
二
・
一
・
五
～
二
・
一
四
）

　
「
緑
葉
の
歎
」
（
ド
ウ
デ
ー
原
作
、
三
木
竹
二
と
共
訳
、
『
読
売
新
聞
　
明
二
二
・

　
二
冷
二
二
）

　
「
玉
を
懐
い
て
罪
あ
り
」
（
ホ
フ
マ
ン
原
作
、
三
木
竹
二
と
共
訳
、
『
読
売
新
聞
』

　
明
二
二
・
三
・
五
～
七
・
二
一
）

　
「
新
世
界
の
浦
島
」
（
ア
ル
ヴ
イ
ン
グ
原
作
、
『
少
年
園
』
明
二
二
・
五
～
八
）

　
「
洪
水
」
（
ハ
ー
ト
原
作
、
『
志
が
ら
み
草
紙
』
明
二
二
・
一
〇
～
明
二
一
二
・
三
）

「
戯
曲
折
薔
薬
三
－
リ
ヤ
、
ガ
・
ッ
チ
⊥
」
（
レ
ツ
シ
ン
グ
原
作
、
三

　
木
竹
二
と
共
訳
、
『
志
が
ら
み
草
紙
』
明
二
二
・
一
〇
～
明
二
五
・
八
）

　
「
伝
奇
ト
オ
ニ
イ
」
（
キ
ヨ
ル
ネ
ル
原
作
、
三
木
竹
二
と
共
訳
、
『
読
売
新
聞
』

　
明
二
二
・
一
一
・
二
五
～
一
二
・
三
）

〈
文
語
文
体
〉

　
「
戦
僧
」
（
ド
オ
デ
エ
原
作
、
『
少
年
園
』
明
二
二
・
三
）

　
「
於
母
影
」
（
新
声
社
共
訳
、
『
国
民
之
友
』
明
二
二
・
八
）

　
「
瑞
西
館
に
歌
を
聞
く
」
（
ト
ル
ス
ト
イ
原
作
、
『
読
売
新
聞
』
明
二
二
・
一
一
・

　
六
～
＝
・
二
九
）

　
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
鴎
外
は
明
治
二
十
二
年
に
発
表
し
た
翻
訳
十
篇
の

う
ち
実
に
七
篇
ま
で
に
口
語
文
体
を
用
い
て
い
る
。
山
田
美
妙
は
く
前
に
美
妙
斎

主
人
の
言
文
一
致
体
の
流
行
に
協
力
の
実
の
有
つ
た
の
は
二
葉
亭
氏
、
嵯
峨
の
屋

氏
で
し
た
。
後
の
紅
葉
山
人
の
西
鶴
体
の
流
行
に
合
同
の
力
を
く
は
へ
た
の
は
饗

庭
篁
邨
氏
、
露
伴
氏
で
し
た
。
外
に
森
閾
外
氏
は
む
し
ろ
言
文
一
致
体
の
た
め
に

二
四

　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

腕
を
添
へ
ま
し
た
。
〉
と
述
べ
、
鴎
外
を
言
文
一
致
運
動
の
担
い
手
の
一
人
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
明
治
二
十
二
年
中
の
翻
訳
に
お
け
る
口
語
文
体
の
多
用

と
い
う
事
実
を
見
る
限
り
、
美
妙
の
捉
え
方
は
的
を
得
て
お
り
、
閾
外
は
文
体
の

口
語
化
の
動
き
に
敏
感
に
反
応
を
示
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
翻
訳
に
お
け
る
鴎
外
の
口
語
文
体
の
実
際
を
見
る
こ
と
で
、
よ
り
明
ら

か
に
な
る
。

ヤ
ツ
ト
今
日
始
め
て
目
を
見
開
い
て
驚
い
た
驚
い
た
筈
だ
ま
だ
見
た
事
の
な

い
大
き
な
室
の
窓
に
は
白
い
布
が
懸
ッ
て
居
ッ
て
雲
の
間
か
ら
折
々
漏
れ
て

来
る
日
の
光
を
最
一
度
遮
ッ
て
居
ッ
た
窓
の
前
に
は
鬼
の
様
な
大
き
な
樹
木

が
緑
の
枝
を
腕
の
様
に
延
ば
し
て
居
ッ
た
ま
た
寝
床
の
側
に
居
る
の
は
物
静

な
看
病
婦
で
着
物
を
見
れ
ば
病
院
で
介
抱
を
す
る
尼
と
は
違
ひ
顔
に
網
も
か

け
ず
数
珠
モ
持
た
ぬ
そ
の
交
り
に
襟
に
銀
の
十
字
形
の
飾
り
を
か
け
て
居
ツ

て
傭
い
た
所
を
見
れ
ば
髪
の
毛
を
ニ
ッ
に
分
け
て
編
ん
だ
の
が
長
く
腰
ま
で

垂
れ
て
居
ツ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
緑
葉
の
歎
」
）

マ
グ
ダ
レ
ー
ン
の
家
の
奴
脾
が
心
配
し
た
の
も
無
理
で
は
な
い
其
頃
巴
里
に

怪
し
い
死
様
を
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
闘
府
の
人
心
が
悔
々
と
し
て
居
た
何

物
の
仕
業
か
知
れ
ぬ
が
金
銀
や
珠
玉
の
飾
を
持
つ
た
も
の
は
何
時
と
な
く
盗

み
取
ら
れ
又
た
飾
を
持
つ
て
日
暮
か
ら
後
に
歩
行
く
も
の
は
多
く
殺
さ
れ
た

此
難
に
逢
ふ
て
飾
は
取
ら
れ
た
が
不
思
議
と
命
を
拾
つ
た
人
の
話
に
何
心
な

く
道
を
行
く
と
突
然
に
頭
を
強
く
打
た
れ
其
儘
什
れ
て
気
を
失
ひ
暫
く
と
て

心
付
い
て
見
れ
ば
遙
か
離
れ
た
町
に
居
て
飾
は
な
か
つ
た
と
…
…
家
の
中
で
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殺
さ
れ
た
も
の
も
検
屍
の
時
に
見
る
と
皆
ん
な
唯
ツ
た
一
つ
の
刺
創
が
胸
に

在
る
解
剖
し
て
見
れ
ば
心
臓
が
差
し
貫
ぬ
か
れ
て
居
る
何
に
せ
よ
畏
う
し
い

手
練
と
見
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
玉
を
懐
い
て
罪
あ
り
」
）

　
す
で
に
山
本
正
秀
氏
が
、
〈
明
治
二
二
年
度
の
鴎
外
の
言
文
一
致
体
で
の
訳
業

は
、
翻
訳
文
章
史
上
二
葉
亭
の
全
く
の
同
調
者
で
あ
り
、
そ
の
後
に
続
く
最
有
力

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

者
の
観
が
深
か
っ
た
。
〉
と
評
し
て
い
る
が
、
引
用
部
分
は
鴎
外
後
期
の
口
語
文

体
の
持
つ
簡
潔
に
し
て
な
お
か
つ
緻
密
精
確
な
特
長
の
片
鱗
を
示
し
て
い
る
ば
か

り
で
な
く
、
二
葉
亭
の
「
あ
ひ
ぶ
き
」
や
「
め
ぐ
り
あ
ひ
」
（
『
都
の
花
』
明
二
一
・

一
〇
～
明
二
二
・
一
）
の
文
体
と
の
近
似
が
見
ら
れ
る
点
で
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
「
あ
ひ
ぶ
き
」
の
冒
頭
部
分
〈
秋
九
月
中
旬
と
い
ふ
こ
ろ
、
一
日

自
分
が
さ
る
樺
の
林
の
中
に
座
し
て
ゐ
た
こ
と
が
有
ッ
た
。
今
朝
か
ら
小
雨
が
降

り
そ
、
ぎ
、
そ
の
晴
れ
間
に
は
お
り
く
生
ま
媛
か
な
日
か
げ
も
射
し
て
、
ま
こ

と
に
気
ま
ぐ
れ
な
空
ら
合
ひ
。
あ
わ
く
し
い
白
ら
雲
が
空
ら
一
面
に
棚
引
く
か

と
思
ふ
と
、
フ
ト
ま
た
あ
ち
こ
ち
瞬
く
間
雲
切
れ
が
し
て
、
無
理
に
押
し
分
け
た

や
う
な
雲
間
か
ら
澄
み
て
怜
倒
し
気
に
見
え
る
人
の
眼
の
如
く
に
朗
か
に
晴
れ
た

蒼
空
が
の
ぞ
か
れ
た
。
〉
と
読
み
較
べ
て
み
れ
ば
、
鵬
外
が
二
葉
亭
の
翻
訳
文
体

を
か
な
り
強
く
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
坪
内

遣
遙
は
言
文
一
致
運
動
の
担
い
手
達
を
美
妙
を
祖
と
す
る
派
と
思
案
・
柳
浪
・
漣

ら
の
派
と
に
分
け
た
後
、
〈
二
葉
亭
主
人
と
鵬
外
漁
史
ハ
前
の
二
派
と
も
異
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

又
同
じ
か
ら
ず
而
し
て
其
門
徒
に
乏
し
〉
と
述
べ
て
い
る
が
、
二
葉
亭
と
閾
外
の

中
に
微
妙
な
相
違
を
認
め
な
が
ら
も
当
時
の
言
文
一
致
運
動
に
お
い
て
異
質
な
立

場
か
ら
文
体
の
口
語
化
を
進
め
た
存
在
と
し
て
二
人
を
位
置
づ
け
て
い
る
点
が
興

味
深
い
。
も
ち
ろ
ん
、
後
年
鵬
外
が
二
葉
亭
の
翻
訳
に
つ
い
て
く
翻
訳
が
え
ら
い

と
い
ふ
こ
と
だ
。
私
は
別
段
に
え
ら
い
と
も
思
は
な
い
。
あ
れ
は
当
然
だ
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
と

翻
訳
と
い
ふ
も
の
は
あ
ん
な
風
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
V
と
述
べ
て
い
る

こ
と
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
翻
訳
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
じ
た
近
似
性
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
滞
独
中
に
本
来
的
な
意
味
で
の
言
文
一

致
で
あ
る
欧
文
を
体
得
し
自
負
心
を
抱
い
て
帰
っ
て
来
た
鴎
外
が
口
語
体
に
よ
る

翻
訳
を
試
み
る
に
際
し
、
洋
行
経
験
の
な
い
二
葉
亭
四
迷
に
よ
っ
て
欧
文
脈
に
精

通
し
た
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
精
妙
な
翻
訳
が
す
で
に
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
大
き

な
衝
撃
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
明
治
二
十
二
年
中
に
精
力
的
に
発
表
さ
れ
た
鴎

外
の
翻
訳
作
品
と
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
口
語
文
体
に
は
、
二
葉
亭
へ
の
対
抗
意
識

が
現
れ
て
い
る
と
見
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
鵬
外
の
口
語
文
体
の
試
み
は
、
翻
訳
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
三

木
竹
二
と
の
合
作
戯
曲
「
女
歌
舞
伎
操
一
舞
」
（
『
読
売
新
聞
』
明
二
二
・
一
一
・

五
）
も
ほ
ぼ
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
し
、
明
治
二
十
二
年
中
の
『
読
売
新
聞
』

寄
書
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
裸
で
行
け
や
」
（
一
・
一
二
）
、
「
修
行
が
し
た
い
」
（
三
・

＝
二
）
、
「
池
袋
清
風
君
に
一
言
す
」
（
四
・
七
）
、
「
巖
々
親
爺
へ
」
（
四
・
一
七
）
、

「
文
学
上
の
創
造
権
」
（
六
・
二
七
）
、
「
時
事
新
報
は
医
者
の
何
物
た
る
を
知
ら
ず
」

（
七
・
三
）
、
「
寄
か
寄
で
な
い
か
」
（
＝
・
一
）
の
投
書
文
や
、
『
国
民
之
友
』

掲
載
の
評
論
「
独
逸
文
学
の
隆
運
」
な
ど
も
、
「
で
す
・
ま
す
」
調
の
談
話
体
や

軽
妙
な
戯
文
調
で
書
か
れ
て
い
る
。
以
下
に
例
と
し
て
い
く
つ
か
引
用
し
て
お
く
。

　
書
中
の
裸
醐
蝶
（
！
）
…
…
オ
ヤ
く
墳
吉
ツ
ア
ン
か
お
え
い
チ
ヤ
ン
な

ら
「
思
ひ
し
こ
と
よ
、
と
い
ふ
処
だ
…
…
ダ
ガ
西
洋
で
千
年
も
二
千
年
も
続

二
五
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い
た
喧
嘩
が
又
た
此
処
で
持
上
ッ
て
は
大
変
だ
…
…
武
チ
ヤ
ン
も
武
チ
ヤ
ン

だ
「
裸
但
し
ミ
ユ
ル
テ
の
葉
に
て
例
の
処
は
隠
れ
て
見
え
ず
」
と
か
何
と
か

云
ツ
て
コ
ン
ナ
人
に
安
心
さ
せ
れ
ば
好
い
に
…
…
　
（
「
裸
で
行
け
や
」
）

　
イ
ヤ
実
に
感
服
し
ま
し
た
！
　
忍
月
さ
ん
よ
り
、
先
づ
私
し
が
御
教
授
が

受
け
た
い
、
西
洋
の
詩
を
日
本
の
詩
に
訳
し
て
、
律
呂
に
合
は
せ
う
と
は
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
修
行
が
し
た
い
」
）

　
今
の
日
本
は
、
独
逸
文
学
の
隆
運
が
殆
ど
其
極
度
に
達
し
た
時
で
す
。
夫

れ
に
読
売
新
聞
の
あ
る
投
書
家
は
、
態
々
「
独
逸
文
学
の
不
運
」
と
い
ふ
題

を
担
ぎ
出
し
て
、
独
逸
の
詩
を
翻
訳
す
る
人
を
攻
撃
し
ま
し
た
。
此
巖
々
法

史
と
い
ふ
人
は
、
兎
角
私
し
と
反
対
の
位
置
に
立
ち
た
が
る
、
裸
醐
蝶
以
来
、

お
馴
染
の
学
者
で
す
が
、
何
う
も
議
論
に
は
受
け
取
り
に
く
い
所
が
多
く
あ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
独
逸
文
学
の
隆
運
」
）

　
こ
こ
に
示
し
た
例
は
、
口
語
体
と
は
い
っ
て
も
、
翻
訳
で
用
い
ら
れ
た
口
語
体

と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
芸
術
の
無
理
解
に
対
す
る
皮
肉
・
反
論
で
あ
る
こ
と
や

新
聞
へ
の
投
書
文
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
意
識
し
た
軽
妙
自
在
な
口
調
が
選
ば
れ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
の
鴎
外
に
は
、
発
表
の
場
所
や
文
章
の
内
容
に
応

じ
て
文
体
あ
る
い
は
文
調
を
自
在
に
操
ろ
う
と
す
る
意
識
が
強
く
働
い
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
意
識
は
、
口
語
文
体
の
試
み
と
し
て
の
み
発
揮
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
文
学
界
の
混
沌
と
し
た
流
れ
に
柵
を
か
け
る
と
い
う
意
図

で
創
刊
さ
れ
た
『
志
が
ら
み
草
紙
』
に
次
々
と
発
表
さ
れ
た
評
論
の
文
体
と
し
て

二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

漢
文
直
訳
体
を
選
び
取
る
と
い
う
形
で
も
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
二
年
に
示
さ
れ
た
場
面
に
応
じ
て
自
在
に
文
体
を
使
い
分
け
て
行
こ

う
と
す
る
姿
勢
の
裏
に
は
、
如
何
な
る
文
体
も
駆
使
で
き
る
と
い
う
自
負
心
と
新

帰
朝
者
と
し
て
の
啓
蒙
意
識
が
潜
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
治
二
十
三
年

に
入
る
と
事
情
は
一
変
し
、
鴎
外
は
口
語
文
体
の
試
み
か
ら
急
速
に
離
れ
て
行
く
。

最
初
の
小
説
「
舞
姫
」
（
『
国
民
之
友
』
明
二
三
・
一
）
を
い
わ
ゆ
る
雅
文
体
で
発

表
し
た
閾
外
は
、
小
説
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
「
半
日
」
（
『
ス
バ
ル
』
明
四
二
・

三
）
ま
で
は
口
語
文
体
を
試
み
て
い
な
い
し
、
翻
訳
に
お
い
て
は
明
治
二
十
二
年

中
あ
れ
ほ
ど
口
語
文
体
を
試
み
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
埋
木
」
（
『
志
が
ら
み
草
紙
』

明
二
三
・
四
～
明
二
四
・
五
）
以
降
は
完
全
に
雅
文
体
に
転
換
し
て
い
る
。
さ
ら

に
『
志
が
ら
み
草
紙
』
で
本
格
化
す
る
評
論
活
動
に
お
い
て
も
、
漢
文
直
訳
体
が

重
き
を
成
し
て
行
く
し
、
先
に
挙
げ
た
「
修
行
が
し
た
い
」
「
独
逸
文
学
の
隆
運
」

「
池
袋
清
風
君
に
一
言
す
」
「
巖
々
親
爺
へ
」
「
文
学
上
の
創
造
権
」
が
単
行
本

『
月
草
』
（
明
二
九
・
＝
一
春
陽
堂
）
に
収
め
ら
れ
る
際
、
改
題
・
修
訂
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ソ

文
体
も
漢
文
直
訳
体
に
統
一
さ
れ
た
事
実
も
あ
る
。

　
鵬
外
は
な
ぜ
口
語
文
体
を
放
棄
し
、
小
説
・
翻
訳
で
の
雅
文
体
の
創
出
、
評
論

で
の
漢
文
直
訳
体
の
駆
使
の
方
向
を
目
指
し
た
の
か
。
は
た
し
て
く
鴎
外
の
こ
の

急
変
は
、
明
治
二
二
年
後
半
か
ら
の
文
壇
の
風
潮
と
し
て
の
、
和
漢
洋
調
和
の
文

章
彫
琢
へ
の
傾
斜
と
落
合
直
文
ら
の
保
守
的
国
文
改
良
運
動
の
感
化
を
強
く
蒙
っ

　
　
　
フ
　

た
た
め
V
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
鴎
外
の
文
体
論
と
も
言
う
べ
き
「
言
文
論
」

（『

u
が
ら
み
草
紙
』
明
二
三
・
四
）
や
、
鴎
外
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
落

合
直
文
の
「
文
章
の
誤
謬
」
（
皇
典
講
究
所
講
演
1
1
、
明
二
二
・
七
・
一
五
）
、
直

文
が
和
文
調
を
用
い
て
新
国
文
の
モ
デ
ル
を
示
そ
う
と
し
た
作
品
「
悲
哀
」
（
『
志



が
ら
み
草
紙
』
明
二
二
・

う
で
あ
る
。

一
〇
）
の
検
討
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
答
が
得
ら
れ
そ

森鵬外初期の文体意識に関する覚書（一）

注
（
1
）
　
「
明
治
廿
二
年
度
の
日
本
文
学
世
界
」
（
『
以
良
都
女
』
明
二
二
・
一
二
）

　
（
2
）
　
『
言
文
一
致
運
動
の
歴
史
論
考
　
続
編
』
（
昭
五
六
・
二
　
桜
楓
社
）

　
（
3
）
　
「
明
治
廿
二
年
文
学
界
（
重
に
小
説
界
）
の
風
潮
（
続
）
」
（
『
読
売
新
聞
」

　
　
　
　
明
二
三
・
一
・
一
五
）

　
（
4
）
　
坪
内
迫
遙
・
内
田
魯
庵
編
輯
『
二
葉
亭
四
迷
』
（
明
四
二
・
八
　
易
風
社
）
所

　
　
　
　
収
「
長
谷
川
辰
之
助
」

　
（
5
）
　
「
『
志
が
ら
み
草
紙
』
の
本
領
を
論
ず
」
（
『
志
が
ら
み
草
紙
』
明
二
二
・
一
〇
）

　
　
　
　
の
冒
頭
部
く
西
学
の
東
漸
す
る
や
初
め
そ
の
物
を
伝
へ
て
そ
の
心
を
伝
へ
ず
学

　
　
　
　
は
則
ち
格
物
窮
理
、
術
は
則
ち
方
技
兵
法
、
世
を
挙
げ
て
西
人
の
機
智
の
民
た

　
　
　
　
る
を
知
て
、
そ
の
徳
義
の
民
た
る
を
知
ら
ず
∨
は
典
型
的
で
あ
る
。

　
（
6
）
　
一
例
を
示
す
な
ら
ば
、
「
修
行
が
し
た
い
」
は
「
平
灰
に
就
き
て
」
と
改
題
さ

　
　
　
　
れ
、
本
文
中
で
引
用
し
た
冒
頭
部
分
が
く
古
本
山
人
は
洋
詩
を
国
語
に
訳
し
て

　
　
　
　
平
灰
を
存
ぜ
よ
と
、
忍
月
居
士
に
求
め
た
り
。
こ
の
平
灰
（
古
本
山
人
は
律
呂

　
　
　
　
と
い
ふ
）
は
い
か
に
し
て
出
さ
る
べ
き
も
の
な
る
か
。
∨
の
よ
う
に
修
訂
さ
れ

　
　
　
　
て
い
る
。

　
（
7
）
　
山
本
正
秀
『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』
（
昭
四
〇
・
七
　
岩
波
書
店
）

幽

二
七


